
会 議 録 

会議の名称 第５回第２次深谷市公共施設適正配置計画検討委員会 

開催日時 令和５年２月２０日（月） 

午後２時００分開会・午後３時００分閉会 

開催場所 深谷市役所 本庁舎３階 大会議室 

議長氏名 岩崎 行雄 

出席者氏名 別紙のとおり 

会議事項 １ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

 （１）第２次深谷市公共施設適正配置計画（原案）に対するパブリックコメ 

ントの結果について 

 （２）第２次深谷市公共施設適正配置計画の策定について 

４ その他 

５ 閉会 

会議の経過 

(議事の要旨） 

別紙のとおり 

会議資料 ・第２次深谷市公共施設適正配置計画（原案）に対するパブリックコメントの 

結果【概要】 

・第２次深谷市公共施設適正配置計画（原案） 

・再編事例と２次計画の再編施設 

※前回までの会議資料を含む 

その他の事項  
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（会議の経過） 

発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

司会 

 

司会 

委員長 

 

司会 

 

 

議長 
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１開会 

 

２あいさつ 

 岩﨑委員長よりあいさつ 

 

３議事 

 要綱の規定により、委員長が議長となり議事を進行。 

 

（１）第２次深谷市公共施設適正配置計画（原案）に対するパブリックコメ

ントの結果について 

（２）第２次深谷市公共施設適正配置計画の策定について 

 

議事「（１）第２次深谷市公共施設適正配置計画（原案）に対するパブリッ

クコメントの結果について」、及び議事（２）第２次深谷市公共施設適正配置

計画の策定について」を事務局より説明し、内容について協議。 

 

◆事務局説明に対する質疑の確認 

 議事（１）第２次深谷市公共施設適正配置計画（原案）に対するパブリック

コメントの結果についての事務局説明に対する質疑の確認 

 

パブリックコメントについて、川本地区に対する意見のみだが、何か問題

があるのか。 

 

 川本地区については、中央に荒川が存在するため橋を渡っての移動など、

地域性からの意見となっている。特に避難所の要望が多いが、代替となる避

難所開設を調整して行くので問題ないと考える。 

なお、資料から、岡部エリアの再編事例と比べ、川本エリアは、橋を渡るが

距離的には問題無いと考えている。 

 

 このコメントに対する回答は、意見者へ伝えるのか。 

 

 意見者個人へ回答は行わない。今後、３月に議員全員協議会に説明を行い、

その後、市ホームページで市の考えを公表する。 

 

 特に川本南地区からは公共施設が無くなることでの寂しさが伝わってく

る。複合施設建設により代替が可能となる趣旨の説明会などを実施すべきと

思う。 

 

 意見で、この地区には民営バスやコミュニティーバスが無く、自家用車が

ないと移動に困る地域だという意見があるが、これは川本地区に限った事で



 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は無いと思う。これに対する市の考えは、自動車等を利用できない高齢者や

子供などにおいては、コミュニティーバスや公共交通機関をご利用いただき

たいとしているが、何か食い違っていないか。これは、今後、コミュニティー

バスを活用できるようにして行くとか、無い場所には展開して行くという事

なのか。 

 

 コミュニティーバスは、事前登録と事前予約が必要になるがデマンド方式

の「くるりん」を運行している。川本南地区のバス停は、集会所等が最寄りと

なっており、約５０カ所ある。また、市内を決まったルートで運行する「くる

りん」も、各地にバス停を設け、移動手段として整備しているので、これを活

用していただく。 

 

 デマンドバスは、選挙など、大人数が移動する場合乗れないのではないか。

また、混雑時は待ち時間が長くなるのではないか。 

 

 乗車定員１０人程度のバスなので大勢での利用は難しく、混雑時のスムー

ズな利用も難しいと思われる。 

 

 市民は市民サービスをどう考えているのかという不安視がある。少子高齢

化で人口が減ってくるが、深谷市は、今後どうやって人口を増やすのかを考

えてこの計画を立てているのか。 

 高齢者が多く、青少年が少ない中「費用が嵩む施設はやめましょう」と言う

のがこの計画になる。施設を維持しながら、サービスを向上させ、人口を増加

させる手立ては何かと考える。 

 岡山では人口減少を防ぐ手立てを行い、出生率が 1.5人から 2.93になった

と聞いた。深谷市でも人口減少を弱めたり、逆に人口を増加させる方法を考

えたうえで、サービス向上などを言った方がいいと思うがどう考えるのか。 

 

 現在、第２次深谷市総合計画（後期基本計画）を策定し、若い世代の移住定

住を推進することでの人口増や、アウトレット開業で雇用が増加しており、

これを人口増に繋げるなど手掛けている最中になる。実際、花園地区は人口

が増えており、水道施設の整備や配水量を増やすなどしている。 

また、農業の担い手不足も問題を、深谷テラスパーク開業で株式会社キユ

ーピーと連携した６次産業化を推進するなどして対策し、さらには、農地付

きの空き家貸し付けなど、空き家対策からも検討している。 

なお、県南では大型ショッピングセンター建設で大都市化し人口増となっ

ている状況や、群馬県では開発基準等が緩く、太田市や伊勢崎なども都市化

が進んでいる状況もあるが、深谷市は、特に優良農業地域となっていること

などを含め、同様な開発は法令上難しい地域でもある。 

深谷市では、第２次深谷市公共施設適正配置計画により、施設面積の削減

で維持管理費等を抑える計画を立てている。マイナスなイメージが大きく感

じられる計画だが、将来における施設維持管理費等による財政負担を減らす

ことでの、健全な市政運営に向けた計画となっているので、ご理解頂きたい。 
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県北は、法律等によって新築住宅が建てにくい地域だと思うが、これを変

える方策はないのか。働く場所があっても住む場所が無ければ人口は増えな

いと思う。こんな時代でもあるので積極的に進めてほしい。 

 

法律に基づいた建築しかできないが、アウトレットなど働く場所の創出、

６次産業化によるブランド化での農業振興、空き家対策など、移住定住を進

めて行きたい。 

 

この地区の方は、デマンドバスの存在を知らないのか。福祉施設を使用す

る方で、冊子を見て予約し、利用している人も居るようだが。 

 

認知度については確認できていない。デマンドバス等の情報はホームペー

ジの他、冊子を配布している。 

 

もっと周知をしてはどうか。 

 

はい。担当課に話をさせてもらう。 

 

川本南地区は荒川によって南北に分断され、市民生活が区分されている。

施設が無くなると寂しいと言う思いは、複合施設での代替では変えられない

と思う。わんぱくランドの廃止も仕方ない。遊具のテラスパークへ移動など、

各施設の具体的な在り方については、市民目線でしっかりと進めてほしい。 

 

川本地区については地形もあり、こういった意見が出るのもしかたがない。

むしろ１３件の意見は少ない方だと思う。 

川本トレーニングセンターの実際の使われ方など、利用率や再編効果など、

データ的なものを出して住民説明して行く必要があると思う。また、災害に

関しては、荒川のある地域なので敏感だと思う。代替施設や代替可能となる

理由などを説明しながら進めていただきたい。 

 

はい。 

なお、利用状況等は調べている。岡部Ｂ＆Ｇの体育室は、同じ様な稼働率で

あったが、公民館建設に併せ廃止している。 

災害時は、市内においても地域の状況に応じて避難方法も変わってくる。

川本南地区に関しては、代替施設等を検討している状況も理解いただきなが

ら進めて行きたい。 

 

身近な施設が廃止となれば不安になるのは当然だと思う。それ以上に、合

併市が、大規模な複合施設を、岡部に続き川本に整備することは、埼玉県内で

も珍しく、財政に余力がある自治体が少ない中、これに着手している深谷市

は凄いと思う。 

老朽化する施設を集約することで、機能改善や利便性の向上、民間ノウハ

ウ取り入れによる事での機能向上などがあると思われることから、より良い

サービスが受けられる拠点整備の仕組みなどを丁寧に説明しながら進めてい
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司会 

ただき、もちろん、交通手段にも配慮が必要だと思う。 

また、公共施設の在り方については、行政だけでは難しい部分もあると思

うので、民間を上手に活用し、連携しながら進めていただきたい。 

 

公民館に関しては、今後指定管理者制度を導入して行く。川本複合施設に

関しても、指定管理者で民間の力を借り、サービス向上を進めて行きたい。 

 

他に質問が無いようですので、議事の（１）第２次深谷市公共施設適正配置

計画（原案）に対するパブリックコメントの結果については、事務局説明のと

おりとすることでよいか。 

 

 異議なし 

 

 それでは、議事の（１）第２次深谷市公共施設適正配置計画（原案）に対す

るパブリックコメントの結果については、事務局説明の内容で決定する。 

 

◆事務局説明に対する質疑の確認 

 議事（２）第２次深谷市公共施設適正配置計画の策定についての事務局説

明に対する質疑の確認 

 

 ※意見なし 

 

質問が無いようですので、議事の（２）第２次深谷市公共施設適正配置計画

の策定については、事務局説明のとおりとすることでよいか。 

 

 異議なし 

 

それでは、議事の（２）第２次深谷市公共施設適正配置計画の策定について

は、事務局説明の内容で決定する。 

 

 以上で、本日の議事はすべて終了した。議長の職を解かせていただく。 

 

４その他 

今後の予定について 

・パブリックコメントの結果及び計画の市意思決定…２月下旬 

・議員全員協議会へ報告…３月１７日 

・パブリックコメントの結果及び計画の公表…３月下旬 

※事務局からのあいさつ 

 

５閉会 

 以上をもって、第５回第２次深谷市公共施設適正配置計画検討委員会を終

了とし、当委員会を閉会とする。 

 １年間、ご協力ありがとうございました。 
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第５回第２次深谷市公共施設適正配置計画検討委員会出席者名簿 

 

 【出席委員】 

   荒井 康子 委員 

   飯塚 勉 委員 

   飯塚 冨美男 委員 

   岩崎 行雄 委員 

   栗原 宏義 委員 

小池 良司 委員 

   清水 佳子 委員 

   力石 琢磨 委員 

   南 絹代 委員 

   以上９名 

 

 【欠席委員】 

   なし 

 

 【事務局】 

前野 武一（企画財政部次長兼ＩＣＴ推進室長） 

韮塚 貴光（企画財政部公共施設改革推進室長） 

大野 忠憲（企画財政部公共施設改革推進室長補佐兼公共施設改革推進係長） 

小暮 悟史（企画財政部公共施設改革推進室） 

橋本 裕子（企画財政部公共施設改革推進室） 


